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とができた8）．
　ウォーミングアップで1度コースを走ったが，
その1本が疲労となったのか，2本目が1本目の記
録を下回るこどもが，男児12名・女児7名と半数
以上となった．逆に2本目の記録が1本目を上回っ
たこどもは，男児8名・女児2名となり，当初は
練習と1本目の測定で“慣れる”ことで2本目の
記録の方が上回るという予想をたてたが，結果に
はつながらなかったので，ウォーミングアップの
方法も考える必要がある．今後は時期を変えて，
2～ 3度測定し，体力・運動能力の発達状況を調
査比較を考えたい．
　附属幼稚園では，子どもたちが自ら取り組んだ
ことが，子どもたち自身にとって育ちとして実感
できること大事にするという，子ども主体の学び
を意図して構想する保育実践に取り組んできた．
健康領域においても「楽しい・気持ちいい・走っ
てみたい」の子どもの気持ちを大切にしながら，
早くなった．いつまでも走れるようになった．丈
夫になった．走り方のバランスが良くなった．自
然に思えるような活動にし，結果的に一人ひとり
の体力がついたことを，評価することの必要性か
らこれらの計測も行ってきたが，今後は研究の枠
組みの再考が必要である．それは，日々の子ども
たちの姿を継続的に観察し記録することと日常の
活動の延長と子ども自身が理解できる検査の導入
についての検討ということだろう．
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